
幅広いアプローチ活動だより�インフォメーション

○サテライトトカマク（JT‐６０SA）製作の進展
日欧ホームチーム及びサテライトトカマク事業チームで

開催している技術調整会議の第６回会合（TCM-6）が９月

１６日‐１８日にスペインで開かれた（図１）．本会合では，主

要機器の詳細設計について議論した．なお，次回会合

（TCM‐７）は１２月に那珂で開催予定である．また，９月２５

日に開催されたプロジェクト委員会設計レビュー会合で

は，ダイバータの設計についてJETの遠隔保守専門家他に

よる設計レビューを受け，遠隔保守対応のダイバータ設計

とR&Dが順調に進捗していることが評価された．更にこ

れを受け，１０月１９日に第５回事業委員会（PC-5）が TV

会議で開催された．ダイバータ日本分調達の現状が報告さ

れ，計画通りの進捗であることが承認されるとともに，JT

‐６０SA研究計画策定の現状が報告された．また，欧州調達

分機器の調達取決め（PA）は順調に進展しており，１２月４

日付でクエンチ保護回路，１２月７日付でクライオスタット

ベースの調印が完了し，今後，高温超伝導電流リード，ト

ロイダル磁場コイル，トロイダル磁場コイル電源，ポロイ

ダル磁場コイル電源，高速位置制御コイル電源の PAに調

印する予定である．

日本が分担する調達については，引き続き各機器の製作

を進めるとともに，真空容器組立棟の建設及び真空容器

トーラス部の残部などの契約が整った．前回報告（本誌１０

月号）からの主な進展としては，真空容器２０度分の試作に

ついて，インボード直線部と曲線部との接続が終了し

（図２左）し，残る溶接継手試験の結果を踏まえ，１２月初め

から実機製作を開始した．また，２０度モデルのアウトボー

ド試作では，１０度セグメントにリブを溶接後，内壁同士を

溶接して２０度形状にできた（図２右）．
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図１ 技術調整会議の第６回会合（TCM−6）の参加者．

図２ 試作した真空容器 20度上半部のインボード直線部と曲線部の接続（左），10度セグメント２個を接合した 20度アウトボード（右）．
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